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:  :ま  し  め に

山形県の北部に位置する最上地域の基幹品種はキヨニシ

キで,環境条件は低温少照,黒ボク土等の地力の乏しい土

壌が多く,収量性の不安定な地域である。側条施肥は,寒

冷地稲作の安定技術として施肥田植機の開発とともに普及

し始め,今後は田植機の更新とあいまって施肥田植機によ

る移植面積は更に増加するものと予想される。側条施肥で

稲作の安定化を図るポイントは,適正な初期生育を確保す

るための基肥施用量と土壌NH`― Nの消失する 6月 下旬か

ら穂肥施用時期までの稲体窒素栄養をいかに好適な条件に

維持するかにあると言える。そこで,昭和59 60年 の 2か

年にわたり当場において,生育中期の肥効の維持のため側

条施肥の基肥に緩効性肥料を導入して,効率的,省力的施

肥法について検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)供 試品種 : キヨニシキ 中苗 (乾靭 130夕/箱 )

0)移植期,栽植密度 : 5月 18日 , 256株 /″

0)土壌条件 : 表層腐植質多湿黒ボク土 (篠永統 )

“

)供試機種 : Ktt NSR4-DF

“

)供試肥料 : 1)基肥 IB化成,GU化成 (緩効性肥料 )

硫加燐安12号 (対照,速効性肥料)

2)追肥 NK化成C68(16-0-18)

表 1 試験区の構成及び本田施肥法 (昭和59年 )
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表 2 試験区の構成及び本田施肥法 (昭和60年 )
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3 試験結果及び考察

(1)生育及び収量構成要素

表3に 水稲の生育及び収量を示した。初期生育は 6月 20

日の草丈,茎数で表示した。速効性肥料に比べ緩効性肥料

は初期生育でやや少る傾向が認められたが,基肥増量によ

ってそれは縮小する方向にあった。また,生育が進むにつ

れてこの傾向は次第に解消されて,成熟期にはほぼ同じと

なった。有効茎歩合の向上には,速効性肥料,緩効性肥料

とも幼穂形成期における早目 (-23, -28日 )の追肥は有

効であったが,遅 目(-18,-21日 )の追肥での有効茎歩

合は緩効性肥料がやや高まった。

収量は,両年とも高温多照の気象を反映して登熟歩合が

高く,高いレベルとなった。速効性肥料の遅目の追肥区を

100と した場合の他区の収量指数は,59年 102～ 107,60

年99～ 108と 増収傾向を示した。59年は,速効性肥料の早

目の追肥区が遅目の追肥区に比べ 106%と 最も増収し,緩

効性肥料の場合は 102～ 104%で 速効性肥料の追肥効果に

は及ばなかった。また,遅目の追肥区では緩効性肥料が速

効性肥料より2～ 5%増収した。60年は,遅目の追肥区で

緩効性肥料が速効性肥料より1～ 8%増収し,16%減肥区

で最も高かった。

これらの増収要因は,主 として 1穂籾数の増加にあると

言える。このことから,緩効性肥料では最高分げつ期以後

の生育中期においても肥効が持続 していたと推察される。
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表 3 水 稲生 育 及 び収 量
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0)稲体窒素栄養

図 1に は60年の稲体窒素濃度を,表 4には葉緑素計によ

る葉色を示した。速効性肥料は分げつ中期から幼穂形成期

にかけて急激に稲体窒素濃度が低下していくのに比べ,緩

効性肥料のそれは出穂前28日時点で 2%以上に維持されて

急激な低下は認められなかった。

葉色の推移にも同様の傾向が認められ,遅目の追肥区に

おいて速効性肥料が 6月 25日 から7月 15日 にかけて急速に

葉色が低下し,幼穂形成期の7月 15日 には葉緑素計値が30

を下回ったのに比べ,緩効性肥料は緩やかな葉色の低下で

同時期においても31以上を維持していた。

稲体窒素栄養からも,緩効性肥料による生育中期の肥効

の持続効果が伺われた。

表 5 キヨニシキの側条施肥体系 (緩効性肥料
7″″)
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図 1 稲体窒素濃度 (茎葉,60年 )
4ま と め

以上のことから,側条施肥の基肥に緩効性肥料(IB 042,

GU 050 P)を 使用した場合の施肥体系は表 5に示したとお

りで,基肥窒素量は慣行基肥窒素量の約20%減肥が妥当で.

追肥は早期対応の必要はなく,慣行同様の幼穂形成期,穂

ばらみ期追肥で十分である。しかし,追肥はあくまで生育

診断に基づいて行い,,ヽ もち病の防除を徹底する必要があ

る。

28  7/9  15 24  3/16 9/6

葉色の推移 (昭和601tノ
ルタ葉緑素計読み値)

11

13

15

34

6/12  21

-78-


